
令和7年6月18日

報道関係各位

　有田市では、2025 年の大阪・関西万博を契機に、万博参加国との国際交流を継続的

に推進していくことを目指し、2024年1月12日にドバイGEMSアル・バルシャ・ナショ

ナルスクール（GNS）と有和中学校が教育に関する協定を締結しています。GNSと有和

中学校の教育交流に向け、環境学習をテーマにENEOS和歌山製造所による環境学習会が

開催されます。
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ENEOS和歌山製造所による『環境学習会』を開催

--------------------　この件に関するお問合わせ先　--------------------

　◆日程／　令和７年６月２０日（金）　１０：４０～１１：３０（３限目）

　◆場所／　有和中学校体育館

　◆対象／　中学２年生（２１３名）

　◆講師／　ENEOS和歌山製造所　難波様　

　昨年に引き続き、万博国際交流プログラム（令和７年度内閣官房事業）事業を活用

し、本年12月に有和中学校２年生の約16名が、GNSとの教育交流に向けドバイ渡航を予

定しています。また９月にはGNSが有和中学校に来校する計画を進めているところで、

積極的な国際交流を推進しています。

　現在、有和中学校では「総合的な学習の時間」を活用し、次世代エネルギーなどの環

境学習に取り組んでおり、今回その一環として、地元企業のENEOS和歌山製造所の職員

を講師にお迎えし、廃食油のリサイクル、カーボンニュートラルの取り組み、ENEOS和

歌山製造所の将来像などの講義を行っていただくことになりました。

　カーボンニュートラル社会の実現を目指している同社の取り組みを受講することは、

次世代を担う有和中学生にとって学習意欲を高める刺激にもなり、環境問題を地球規模

で考える絶好の機会と捉えています。


